
（２）防災訓練について 

 

【１】令和５年度犬山市総合防災訓練の計画案について 

 日  時                                                
 
令和 5 年９月１０日（日） 午前中 

 
 開催場所                                                 

 
城東中学校（犬山市塔野地田口洞３９−１０１） 

 
 対   象                                                

 
・城東中学校区住民 
・城東中学校生 
 

 内   容 （予定）                                                 

①自主防災組織の活性化 

②避難所運営委員会の設置の足がかりとなる取り組み 

③防災知識の啓発 

 

※城東コミュニティを中心とした避難所運営訓練。 

 

 方針・目的                                                  

○災害時におけるコミュニティ及び自主防災組織の役割を再確認することで、

それぞれの組織の活性化を図る。 

○学校区を対象とした事業実施により地域を越えた防災活動の定着を目指す。 

○各企業・団体の協力による啓発ブースの出展で、防災に関する普及啓発を行

う。 
 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

５ 



【２】土砂災害に強い地域づくり活動の計画案について 

 

 日  時                                                
令和５年６月１１日（日） 午前中 
 

 対象地区                                               
栗栖地区 
 

 訓練内容                                                

土砂災害による緊急避難を想定した避難訓練 
  

 方針・概要                                                

  栗栖地区においては、土砂災害の危険のある区域が多いことに加え、東に

は木曽川が流れていることから、災害時には孤立する可能性があるため、今

回の訓練では対象地区住民一人ひとりの避難先及び避難方法を再確認し、緊

急時の「いのちを守る行動」につながる適切な避難行動の普及啓発を行うこ

とを目的とする。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 【土砂災害ハザードマップ】抜粋 

過去の実績 



【３】令和４年度犬山市総合防災訓練の結果報告 

 
 日  時                                                

令和 4 年 9 月 11 日（日） 9：00～12：00 
 
 
 開催場所                                                 

楽田小学校（犬山市城山 97） 
 
 
 参加人数                                                

643 名 
参加者  422 名（楽田小学校区住民） 

協力団体 148 名（ブース出展企業、楽田コミュニティ、消防団） 

観覧者   18 名（市議会議員、県議会議員、警察署長、その他） 

市役所   55 名 

 成 果                                                  

 楽田コミュニティを対象に、事前訓練を 3 回実施したことにより、当日

の避難所運営訓練や資機材の取扱い訓練をコミュニティ中心に行うことがで

きた。これにより、コミュニティや参加住民に実災害時は自分たちが中心とな

って避難所運営を行うという認識の共有を図れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【４】令和４年度 土砂災害に強い地域づくり活動の結果報告 

 
 日  時                                                

令和 4 年 6 月 12 日（日） 9：30～11：30 
 
 
 開催地区                                                 

入鹿地区 
 
 
 参加人数                                                

 89 名 
参加者  65 名（入鹿地区住民） 

協力団体  5 名（愛知県砂防課、一宮建設事務所河川整備課） 

観覧者   10 名（市議会議員、県議会議員、あいち防災リーダー会犬山） 

市役所    9 名 

 成 果                                                  

今回の訓練では、住民一人ひとりが自分の状況に合わせたハザードマップ

の作成に取り組んだ。 

同じ地区内であっても、住んでいる場所や世帯状況によって避難のタイミ

ングや逃げ先が変わってくるため、各々の「マイ・ハザードマップ」を完成さ

せることで、有事の際の的確な避難行動に繋がるとともに、防災意識の向上を

図ることができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


